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4 . 1 　新日本音楽






























































































































5 . 1 　宮城道雄と西洋音楽家
　明治の洋画家、青木繁の息子で新日本音楽の尺八奏者として活躍した福田蘭



















































































































































































































































































6．お わ り に
　菅原明朗と宮城道雄が共同で創作した音楽は、邦楽器とオーケストラとの合
奏であり、その意義は大きかったが、彼らも感じていたように、新日本音楽に
は限界も存在した。それは、大きな意味において、やはり作曲技術に帰すこと
ができるだろう。その後も、宮城は、1937年に下総皖一（1898-1962）と《壱越調
箏協奏曲》を合作するなど、この分野の作品を編み出していく。しかしながら、
当時は戦時色が強まっていく時代でもあった。大東亜共栄圏の拡大に伴い、日
本音楽はアジアの国々の音楽との共通点を語られるなど、東洋主義の観点から
論じられるようになっていく。西洋音楽の要素を日本音楽に取り入れようとし
た新日本音楽は、その動きに譲ることになったと考えられるが、戦時下の作曲
家の活動については、デリケートな問題も含んでおり、今後の課題としたい。
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注
 1）	菅原明朗研究の先行研究としては、菅原明朗『マエストロの肖像―菅原明朗評論
集―』（松下鈞編、大空社、1998年）、塩谷明・相吉英一「菅原明朗論」（『群馬大学
教育学部紀要　芸術・技術・体育・生活科学編』第25号、1989年、39-69頁）、塩谷
明・相吉英一「菅原明朗論」（『群馬大学教育実践研究』第 7号、1990年、73-87頁）
が挙げられる。また、宮城道雄の先行研究としては、吉川英史『この人なり　宮城
道雄傅』（新潮社、1962年）、吉川英史・上参郷祐康『宮城道雄作品解説全書』（邦
楽社、1979年）、千葉潤之介・千葉優子『音に生きる―宮城道雄伝―』（講談社、
1992年）、千葉優子「宮城道雄の著作にみる音楽観」（『東洋音楽研究』第58号、
1993年、17-38頁）、千葉潤之介『「作曲家」宮城道雄伝統と革新のはざまで』（音楽
之友社、2000年）、千葉優子「宮城道雄を探る」（『音楽文化の創造』第29～32号、
2003～2004年）などがあるが、菅原明朗との関連については、いずれも断片的に触
れるにとどまっている。
 2）	菅原明朗の作品および伝記的事項については、『マエストロの肖像―菅原明朗評
論集―』（前掲書）の記述に多くを拠っている。
 3）	拙稿「初期の日本人作曲家における近代フランス音楽受容―菅原明朗とオルケス
トラ・シンフォニカ・タケヰをめぐって」（『京都橘大学研究紀要』第39号、2013年、
208-232頁）を参照されたい。
 4）	ただし、過去に演奏された近代音楽の編曲は、以後のオルケストラ・シンフォニ
カ・タケヰの定期演奏会においても再演されている。
 5）	宮城道雄の伝記的事項については、多くを吉川英史『この人なり　宮城道雄伝』
（前掲書）の記述に拠っている。
 6）	同書、165-166頁。
 7）	宮城道雄『定本　宮城道雄全集　下巻』（宮城道雄全集刊行委員会、東京美術、
1972年、227頁）。
 8）	吉川英史、前掲書、210頁。
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 9）	宮城道雄、前掲書、255頁。
10）	宮城道雄『定本　宮城道雄全集　上巻』（宮城道雄全集刊行委員会、東京美術、
1972年、92-94頁）。
11）	同書、93頁。
12）	吉川英史、前掲書、225頁。
13）	同書、225-226頁。
14）	同書、257頁。
15）	宮城道雄は、「音楽の世界的大勢と日本音楽の将来」の中で、「私どもの音楽に新
日本音楽の名称がつけられて、今ではそれが世間一般の通り名になってしまったの
で、私は不本意ながら、それを黙認している形である。［中略］しかし、私は新と
いう名のつくものは、どうしても永久的のものでないと思う。その後、時勢の進歩
につれて、この種の試みに手をつける人が多くなって、何かこういう一種独特の団
体でもあるかのように、世間から考えられているのは、私ばかりの迷惑ではないと
思う」と書いている（『定本　宮城道雄全集　上巻』前掲書、241頁）。
16）	吉川英史、前掲書、260頁。
17）	吉田晴風「新日本音楽尺八講座（其一）」（『三曲』1927年 2 月号、51頁）。
18）	同書、52頁。
19）	同書、52-53頁。
20）	宮城道雄は「新しい日本音楽の立場から」（『三曲』1932年10月号、23頁）で、「三
曲の如き音楽は最も能く洋楽の長所を掴むに都合がよく、又それが成功しつつある
事は洋楽畑の人々も大いにこれを認めて同意見を持っている人が多い」と述べてい
る。なお、旧仮名遣いは一部現代表記に改めた。以下の引用についても同様である。
21）	宮城道雄『定本　宮城道雄全集　上巻』前掲書、242-243頁。
22）	《ダフニスとクロエ》のことかと思われる。
23）	宮城道雄『定本　宮城道雄全集　上巻』前掲書、242頁。
24）	同書、244頁。
25）	同書、同頁。
26）	同書、245頁。
27）	福田蘭童「今年の私の尺八の進路」（『三曲』1932年 2 月号、21頁）。
28）	その原因としては、外国人音楽家による演奏会の増加、レコードの普及などが挙
げられるが、詳しくは拙著『ドビュッシーに魅せられた日本人』（昭和堂、2010年）
を参照されたい。
29）	福田蘭童、前掲書、21頁。
30）	宮城道雄「作曲挿話―谷間の水車、落葉の踊、春の海―」（『三曲』1942年 5 月号、
84
4-5頁）。
31）	《落葉の踊》の楽譜については、京都女子大学非常勤講師の鈴木由喜子氏に大日
本家庭音楽会発行の筝曲譜を五線譜に直していただいた。日本音楽は相対音高で記
譜されるが、本稿では比較しやすいように、菅原明朗の《落葉の踊》の楽譜と同じ
音の高さの楽譜を用いる。上から順に、箏、三味線、十七弦の楽譜で、「ス」は
「スクイ撥」、「ウ」は「打ち」という奏法を示している。
32）	ここでは、明石市立文化博物館所蔵の楽譜を用いた。レコード『宮城道雄大全
集』（SJL2150）の録音とは、異なる部分がある。
33）	長谷川一夫主演の東宝映画「藤十郎の恋」（1938年）において、演奏を宮城道雄が
担当し、菅原明朗編曲の《落葉の踊》がクライマックスの場面で印象的に用いられ
ている。
34）	菅原明朗、前掲書、214頁。
35）	同書、215-216頁。
36）	同書、220-221頁。
37）	同書、221-222頁。	
38）	同書、222頁。
39）	同書、223・225・227・229頁。
40）	宮城道雄「邦楽は理解される―箏曲はあらゆる種類のものを包含する―」（『三
曲』1939年 7 月号、12-13頁。）
